
E140-005 会場: オーシャン B 時間: 5月 18日 11:45-12:00

多点観測で得られた磁力線再結合近傍領域における電子ダイナミクス

Electron dynamics around the X line observed by the Cluster multi-satellite observations
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磁気圏においても、磁力線再結合は磁気エネルギーをプラズマの運動・熱エネルギーに変換する過程において、重要
な役割を果たしていると考えられている。また磁気圏近尾部における磁力線再結合過程はサブストームの発生と収束に
関連して議論され、そのミクロプロセスのみならず、磁気圏大規模構造との関連や、電離圏への影響なども含めて、そ
の物理過程の発展の研究が進められている。
近年における磁気圏衛星による磁力線再結合領域近傍における直接プラズマ観測は、これらの過程の解明において、重

要な役割を果たしてきた。特にイオンのダイナミクスは、GeotailやWIND等のプロトンジャイロ周期程度の時間分解能
を持つ高感度センサーによる観測を通し、磁力線再結合領域の構造解析から、加速、過熱のメカニズムなどの解明にま
で、貢献してきたといえる。一方で電子の観測は、磁力線再結合領域近傍のホール効果に伴うユニークな電流系構造の
同定など、新たな結果が得られてはいるが、必ずしも現時点で電子加熱、加速の過程で見られる非等方分布の発生、発
展メカニズムを明らかにしたとはいいがたい。これらの研究には時間分解能の向上と空間分布の検証の両面からの研究
が必要であるが、今回、我々は Cluster衛星による、過去 2001年から 2003年までの 4点同時電子観測のデータを用い、
サブストーム時近尾部磁力線再結合領域周辺における電子分布の空間構造及びその時間発展の解析を行った。特に過去
の観測により、同領域で顕著に見られることが明らかになっている高加熱フラットトップ電子分布に着目し、このよう
な電子分布が見られる際の電子分布の空間構造の解析を行った。その結果、flow reversalの前後など、限られたインター
バルにおいて、X line方向への強いビームがしばしばプラズマシート内で観測されることが明らかになった。これはホー
ル電流系に伴いプラズマシートの境界付近で観測される数百 eV～1keVのビームよりは明らかに強い加速であり、通常
フラットトップ分布の肩にあたる 5keV付近の値をとる。この際通常電流層は薄くなっており、同時に大きな磁場擾乱を
伴う。またイオンの外向き高速流は Alfven速度付近まで十分加速されている。このような状況における 4衛星の同時観
測データを用い、当学会では X line周辺における電子の空間構造とそのダイナミクスに関し議論する。


